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歯科治療における小児の暗泣 と脈拍数および
動脈血酸素飽和度の変動に関する検討






















で,身 体内部の状態を表す内部行動の うち,脈 拍






















和度(以 下SpO2)と脈拍数(以 下PR)を モニ
タリング して治療を行った患児の,呼 吸 ・循環動
態について啼泣患児 と非啼泣児との違いを検討 し
たので報告する。なお本報告は患児 ・保護者の同
意 と,奥 羽大学倫理審査委員会の承認(平 成23
年6月20日受付番号第66号)を得た。
対象および方法






拍数(最 低PR),最高値 と最低値 の差である △
脈拍数(△PR)に ついて,非 啼泣群 と啼泣群の
比較を図2に 示 した。
最高PRは,非 啼泣群が毎分約90～140回の間




最低PRで は,両 群 とも毎分70～120回の問の
奥羽大学歯学部附属病院小児歯科外来を受診 し
た患児の内,風 邪や鼻疾患などの上気道疾患に罹
患 しておらず,患 児ならびに保護者の同意が得 ら
れた者を対象 とした(表1)。
患児 をユニ ッ ト上 に仰臥位 とし,MINOLTA
社 製 動脈 血 酸 素 飽和 度 測 定 装 置PULSOX
TM-3のセンサを患児の右足栂指に装着 した。脈
波 レベル メータの周期的な点滅 があり,エ ラー
メッセージがないことを確認 し,測定および処置
開始 と した。 以後,治 療 終 了 までPRお よび
SpO2を測定 し,治療 中の最高値,最 低値 および
最高値 と最低値の差(以下 △)について,治 療中






科処置 などで,2群 の症例数に差 は認 められず,
平均処置歯数 も,非 啼泣群1.3歯に対 し啼泣群1.1
歯 と差 は認められなかったことから,一括 して検
討 した。




1.処 置 時 間
処置時間 は非啼泣群,啼 泣群 ともに20分以内




最低SpO2では,非 啼泣群 が92～97%の 間 に分
布 し,平 均95.9%であったの に対 し,啼 泣群 で は
90～97%の 間 に 多 か っ た。 測 定 中 の 最 低 値 で
81%を示 した者 もお り,平 均 で も93.3%と低 く両
群 間に有意差 が認 め られた。
△SpO2の非 啼 泣群 は,1～5%の 間 が 多 く,
平均2.6%の差 で あっ たの に対 し,啼 泣群 で は2
～9%の 間が 多 く,平 均5.3%の差 が あ り両群 間




ての研究では,治 療に伴 う情動変化の様子 を探る
とともに,歯 科的対応の困難性 と重要性が報告 さ























による興奮 も要因 と考 えられる。当然,歯 科治療
のみが恐怖心や興奮の理由ではなく,治療経験の
有無や個々の性格,家 庭環境など多 くの要因が関




による変化 も考慮 しなければな らない。 しかし,
診療室 とい う特殊な空間での治療 により,交感神
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部行動の変化が必ず しも外部行動 として表出 され
ないことの裏付けとも考 えられる。脈拍数の変動




消費量が増加する一方,号 泣時などにみ られ る息
こらえ,唾液や水の咽頭部における貯留などで換







啼泣群の問で比較す ると,そ の差 は2.9%であっ
た。 この値は,特 に心身発育 ・発達に問題のない
定型発達児であれば大 きな問題にならないかも知
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